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2015年 9月28日 最近の指標から見る中国経済（2015年9月） 
2015年 9月 4日 中国の「政策運営と経済指標」（中国） 
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GDP成長率 

投資や輸出の減速により、成長率は6％台に鈍化 

■地方政府債務の圧縮から不動産開発投資の抑

制が続いていることや、鉄鋼業などの過剰生産能力

を削減する必要から、鉱工業を中心とした景気減

速は当面続く見通しです。 

■一方、市場では次期5カ年計画の重点政策への 

追加金融緩和と公共投資強化により、景気底割れ回避へ 

   期待が強まっています。PPP（官民連携）による公

共投資拡大、国有企業改革、製造業の高付加価

値化、一帯一路戦略の強化に加え、追加金融緩

和による企業の資金繰りの下支えなどにより、景気

の底割れ回避が見込まれます。 

■19日に発表された中国の7-9月期の実質GDP成

長率は、前年同期比＋6.9％と4-6月期から鈍化

しました。消費などの第3次産業は底堅いものの、

投資の減速や輸出の減少により、成長率が鈍化し

ました。6％台の成長率は、リーマンショックの影響か

ら落ち込んだ2009年1-3月期以来です。 

■ただし、市場予想（ブルームバーグ集計）の同

＋6.8％を若干上回ったことから、上海総合指数

は発表後、上昇傾向となっています。 

リーマンショック以来の6％台 

消費などの第3次産業は底堅い 

■26日～29日の共産党中央委員会第5回全体会

議（5中全会）では、来年から始まる次期5カ年

計画の骨子が固まる予定です。消費やサービス業

などの第3次産業の拡大に引き続き重点が置かれ

る見通しです。 

■過剰生産設備削減などの構造改革も引き続き進

める方針と見られ、経済成長率の目標が6％台に

下方修正されるとの見方があります。 

次期5カ年計画では、 
消費やサービス業を主軸に 
成長率目標は下方修正へ 

 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
  

中国のGDP成長率（2015年7-9月期） 

（注）ウェイトは2015年1-9月期。（ ）内はBloomberg L.P.の予想。  
（出所）中国国家統計局のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

主要産業 
〔ウェイト：％〕 

7-9月期 
〔％〕 

1-9月期 
〔年初来、％〕 

第2次〔40.6〕 5.8 6.0 

第3次〔51.4〕 8.6 8.4 

第2次・3次産業別GDP成長率（前年同期比） 

項目 
2015年9月 

〔％〕 
1-9月期 

〔年初来、％〕 

小売売上高 10.9（10.8） 10.5（10.5） 

鉱工業生産 5.7（6.0） 6.2（6.3） 

輸出 ▲1.1（▲7.4） ▲1.8 

固定資産投資 
〔徐く農村部〕 

- 10.3（10.8） 

主要経済指標（前年同月比/前年同期比） 

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1248351_1982.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1248953_1951.html

